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はしがき

神経団路は、特異な細胞極性を持つ神経細胞が神経突起をのばし、互いの接着に

より形成した複雑なネットワーク構造である。この神経回路網形成に低分子量 G蛋

白質、 Rhoファミリーが細胞骨格の制御をとおして神経突起形成に深く関わってお

り、 Rhoファミリーの中で、 Rhoは神経突起退縮を、 RacとCdc42は神経突起伸長

を制御していることが知られている o しかし、 Rhoファミリーにはこれら以外に多

くの種類があり、他の G蛋白質の神経機能についてはほとんど明らかにされていな

い。我々は、すでに RhoGがPC12細胞において NGF/Rasの下流で RacとCdc42を

活性化し、神経突起伸長を引き起こすことを明らかにしてきた。本研究は、神経回

路形成における RhoファミリーG蛋白質の神経機能を明らかにするため、中枢の主

要な Rhoファミリーである RhoGとRndサブファミリーの神経細胞内情報伝達系の

解明を試みたものであり、本研究の成果は、 Rhoファミリーの中枢神経系での神経

機能の解明を通して、様々な神経疾患の治療にも役立つものと確信している。
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